
　

イ
ン
ド
土
木
学
会
が
主
催
す
るE

ngineers 

D
ay Celebration

の
一
環
と
し
て
国
際
セ
ミ
ナ
ー

が
企
画
さ
れ
土
木
学
会
に
も
参
加
要
請
が
あ
っ
た
。

　

テ
ー
マ
はA

pproach to Sustainable 

F
uturistic Infrastructure

で
あ
り
、土
木

学
会
で
検
討
の
末
、将
来
の
社
会
基
盤
施
設
を
考

え
て
い
く
上
で
の
礎
に
す
べ
く
、今
般
の
東
日
本
大

震
災
の
報
告
を
行
う
こ
と
と
し
、こ
の
テ
ー
マ
で
の

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
案
し
た
。幸
い
こ
の
提
案
が

全
面
的
に
認
め
ら
れ
、セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
1
時
間
が

割
り
当
て
ら
れ
た
。こ
こ
で
は
そ
の
参
加
報
告
を
行

う
。な
お
、参
加
に
あ
た
っ
て
は
、土
木
学
会
学
術
交

流
基
金
の
助
成
を
受
け
た
。こ
こ
に
記
し
て
感
謝

す
る
次
第
で
あ
る
。

　

国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
日
、開
催
場
所
、土
木

学
会
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
表
1
の
通
り
で

あ
る
。

　

4
番
目
の
講
演
者
で
あ
る
白
戸
氏

は
、一
昨
年
度
ま
で（
独
）土
木
研
究
所

に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、現
在
はJICA

 

Expert of Policy A
dvisor on 

E
xpressw

ay D
evelopm

ent
と

し
て
イ
ン
ド
政
府
に
勤
務
し
、デ
リ
ー

に
在
住
さ
れ
て
い
る
。 

　
写
真
1
に
示
す
通
り
、Siri Fort 

A
uditorium

は
こ
の
日
の
催
し
に
ふ

さ
わ
し
い
た
い
へ
ん
立
派
な
施
設
で

あ
っ
た
。講
演
者
に
は
花
束
や
記
念

品
の
贈
呈
が
あ
り
、た
い
へ
ん
丁
重
に

扱
わ
れ
た
。イ
ン
ド
は
も
と
よ
り
、ア

メ
リ
カ
、台
湾
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
、土

木
学
会
と
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
学
協
会
の

参
加
者
も
多
く
見
ら
れ
た
。イ
ン
ド
土
木
学
会
は

学
位
授
与
機
構
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。こ
の
日
は

学
位
授
与
の
セ
レ
モ
ニ
ー
も
あ
り
、ガ
ウ
ン
を
着
た

若
人
が
会
場
内
に
た
く
さ
ん
い
た
の
も
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
総
合
司
会
者
が
お
り
、特
別

セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、彼
女
が〝It w

as a very 

interesting session, w
asn

‘t it?

〞と
言
っ
て

く
れ
た
の
が
た
い
へ
ん
印
象
に
残
っ
て
い
る
。土
木

学
会
に
よ
る
特
別
セ
ッ
シ
ョン
は
成
功
裡
に
無
事
終

了
し
た
。 

　

特
別
セッ
ション
で
座
長
を
務
め
た
の
はC. Ghosh

教
授
で
、茨
城
大
学
で
学
位
を
取
得
さ
れ
た
方
で

あ
る
。日
本
で
学
位
取
得
と
知
っ
た
瞬
間
、発
表

者
と
座
長
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
る
の
を
感
じ

た
。特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
直
後
の
休
憩
時
間
で

も
、和
や
か
に
話
が
弾
ん
だ
。日
本
の
留
学
生
受

け
入
れ
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
次
第

で
あ
る
。

　

な
お
、国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、白
戸
氏
の
ア

レ
ン
ジ
で
、イ
ン
ド
政
府
道
路
交
通
・
幹
線
道
路
省

（M
inistry of R

oad T
ransport and 

H
ighw

ays

）道
路
局
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。

R.P. Indoria

道
路
局
長（D

irector General 

（RD

） &
 Special Secretary

）を
は
じ
め
、道

路
局
幹
部
の
方
々
を
対
象
に
、東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
道
路
関
係
の
被
害
・
復
旧
状
況
を
中
心
に

発
表
し
、道
路
防
災
に
係
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、堀
越
氏（
土
木
学
会
A
C
E
C
C
対
応
委

員
会
委
員
長
：
大
成
建
設
）よ
り
、土
木
学
会
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
設
計
基
準
に
関
す
る

成
果
物
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

種
々
の
国
際
活
動
を
行
い
、土
木
学
会
と
し
て
、

密
度
の
濃
い
、た
いへ
ん
意
義
深
い
1
日
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
土
木
学
会
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で

東
日
本
大
震
災
の
報
告
を
行
う

委
員
会
報
告

土
木
学
会
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会 

副
委
員
長

山
口 

栄
輝
　（
九
州
工
業
大
学
）
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写真1　土木学会による特別セッション

写真2　佐藤教授（東京大学）による講演

表1　土木学会特別セッションプログラム

開催日：2011年9月15日（水）
会　場： Siri Fort Auditorium, August Kranti Marg, New 

Delhi, India
特 別セッションプログラム： 
Special Session on 2011 Tohoku Earthquake, Japan
1.  Overview of damage and infl uence on Japanese 
society 
Eiki Yamaguchi（Kyushu Institute of Technology）

2.  Damage of the seawalls and soil liquefaction 
Kenichi Horikoshi（Taisei Corporation）

3.  Characteristics of coastal damages due to the 
2011 Tohoku Tsunami 
Shinji Sato（University of Tokyo）

4.  Government actions for the recovery of national 
highways 
Masahiro Shirato（Ministry of Road Transport & 
Highways, Government of India）


